
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆「現状」と「将来」それぞれにマップづくり ◆タウンウォッチング（鬼石にて） 

第２回 地区懇談会を行いました 
 
◆ 日 時 平成１７年８月２１日(日) 8：３０～１2：３０ 

◆ 場 所 龍江公民館 

◆ 参 加 検討委員１７名、事務局５名 
 
全員で地区の良い所・課題のある所などを廻り(タウンウォッチング)、地区の現状を自分達
の目で再確認しました。その後、公民館で３つのグループに分かれ、ワークショップを実施し

ました。 
ワークショップでは、第１回懇談会での意見を踏まえて龍江地区の「良い所」「課題」を含

めた現状の土地利用形態について、マップを作りながら確認しました。 
その後、将来こうあって欲しい土地利用についてグループ毎にイメージマップを作りながら
龍江地区の現状や将来像について議論しました。 

～ 第 ２ 号 ～      平成１７年９月２１日発行

みんなで考えよう 将来の「土地利用」のあり方 
 龍江地区 土地利用計画策定 地区懇談会だより 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/」 

組 合 回 覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各班で将来こうあって欲しい土

～ 第 ２ 回 地区懇談会で
龍江地区は・・・ 

・気候的には住みやすい。・今田平、果樹団地

・工場は番入寺以外は点在。・天竜峡、イタチ

 
 
【自然・景観】 
天竜峡、天竜川、ホタルの里（鬼石周辺）、イタ
チガ沢、自然がいっぱい、桜並木、兎城公園、水
辺の楽校、高森山、七和公園 
【産業（農業、商工業、観光）】 
今田平、観光農業、りんご畑が多い、美しく管理
された田んぼ、天竜峡温泉、番入寺工業団地 
【歴史・文化】 
今田人形、御柱祭(尾科)、事念仏と風の神おくり
(尾科) 
【その他】マレットゴルフ場（河川敷） 

よい所・宝 龍江地区の現状確
地利用等について発表しました 

出された主な意見 ～ 

などあるが、集団的な農地は少ない。 

ガ沢をはじめ豊かな自然がある。 

 

 

【交通・道路・生活】 
県道･市道、狭い区間が多い、全体的に農振地域
（宅地化できない）、少子化高齢化の進行 
【自然・景観】 
 三面張りの河川（かつてのホタルの乱舞がない）
【産業（農業、商工業、観光）】 
天竜峡(きれいなトイレ、遊歩道からの眺望、活
気がない)、農地の荒廃・遊休化、果樹団地耕作
者の高齢化、地形的に農業経営が成立しない、
温泉の活用 

認(各班のまとめ) 課 題 



共通意見：・若者定住を促進し、人口減少を抑えるため、三遠南信自動車道のインターチェンジ

周辺に新たに工場を誘致するとともに、地区内数カ所に住宅用地を確保。 

・今田平や果樹地帯の農地を維持。 

１
班 

・今田平の農地は確保していく。・太田下、羽入田原あたりを住宅地に。・商店街を拡大したい。・果

樹地帯はこのまま継承がよい。・IC周辺に工場を。・小学校、保育園近くに集合住宅などを。・４区方
面は農地保全が大事では。・耕作できない農地は山へ戻すことも必要か。・要道路改良・観光面では上、

南信濃、千代地区との連携も重要。千遠線の早期改良を。 

２
班 

・天竜峡を中心に天竜川の観光地を活かすべき。・文吾の里、文永寺等との連携も。・自然を活かして

天竜峡再生。・若者定住策として番入寺、IC 周辺に工場誘致。・採算性の合う農業経営を目指しなが
ら、今田平、柿野団地は農地を残したい。・今田平はもう少し工場があってもよいと思う。 

３
班 

・果樹と工業を中心とした地域づくり。・ICを中心として果樹、工業団地化できたら。工場ができれ
ば勤めるところが増える・人口減少を食い止めるためには１区、船渡、細新、太田下、羽入田原など

に住宅団地を。・農業は現状を維持できるよう努力したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

・龍江の景観（水田、畑、里山など流線を描いたような景観）はたいへん素晴らしい。 

・三遠南信自動車道のインターチェンジを活かすためには、長期戦略を立てて、コンセプトをしっ

かり持つこと。一生変えないような哲学を持つことが必要。時代によって哲学を変えてしまって

は結局なにもできない。 

・恵まれた自然や多様な資源がキーワード。これらを上手に利用し都市住民を龍江に呼び込めばリ

ピーターができるのではないか。 

・ホタルの里は、将来的にはビオトープや子供たちの遊べる水辺も作りこんだらどうか。 

・今、農業で一番言われることは「安心･安全」。飯島町では都会の皆さん、子供達に来てもらって、

遊びの中で生きた生物を探すという取り組みを行った。これだけの生きた生物がいれば農産物も

安心だということを都会の皆さんに見てもらった。 

・農と文化を中心におくべきではないか。中心があってそのまわりに観光や住宅、工場が位置付け

られるのだろうと思う。 

・農業では販売が重要。龍江地区の農産物は全て地元で売ってしまおう。龍江の全てを正直に出し

てすべてを売る。 

・今後は加工まで手掛けることも必要。 

・地域丸ごと農業公園にして、公園の中にみんなで住み、ここにある全てを売ろう。 

・一人一人から、本当にできることから行動してみよう。 

コーディネーター 田辺和夫先生(宮田村農業農村支援センター 総合推進委員)より

 次回（10月以降）からは、これまでに出された内容を更に具体的に検討していく予定です。 
土地利用計画に関することや、地区懇談会だよりは、飯田市ホームページでもご覧になれます 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/ tochikeikaku/」 
懇談会の模様を「懇談会だより」として、皆様にお届けします。ご意見、ご感想等ございましたら、下記までご連絡ください。 

 
 飯田市役所 〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４ ℡ ２２－４５１１ 

担当課：企画課・管理計画課・農業課・農業委員会事務局・建築課・市役所龍江支所 

「地区懇談会だより」に関する連絡先：農業課（担当：松村） 
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E-mail: nousei@city.iida.nagano.jp 
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